
種名と配列に関わる解説等（軟体動物門） 

 

〇目録の解説 

軟体動物門においては，「目名」と「科名」の列を設けずに，科以上の上位分類群を独立し

た見出し行として記入した。また，それら上位分類群すべてに対し，学名とその命名者・年を

記入した。その理由は以下の通りである： 

1. この門においてはそもそも目が存在しない（系統樹上のバランスの問題で設定できない

か，またはいまだ提唱されていない）分類群が多く，「目名」の欄が不要なスペースとなって

しまう場合が少なくない。 

2. その一方で，この門では下綱（infraclass）・区（cohort）・亜区（subcohort）・上目（superorder）

・上科（superfamily）などが系統関係を理解する上で重要な階級であり，それらを記さずに目

や科だけを記しても目録として使いづらいばかりか，理解を妨げて不要な混乱を招いてしまう

可能性がある。 

3. 福田（2017）で解説した通り，この門（特に腹足綱と二枚貝綱）の系統分類は 1980 年代

以降現在に至るまで未曾有の大激変期にあり，変化のスピードも速いため，既に世界的に広く

使用されている上位分類群であっても日本ではまだ和名がなかったり，耳慣れなかったりする

例が頻発している。このため，上位分類群を挙げる際は和名と学名をセットにしなければどの

群に言及しているのか不明瞭となり，著しい混乱を招く恐れがある。 

4. この門においては，すべての階層の学名に対し，命名者名と命名年を明記するのが最近 20

年間の世界的な慣例となっている。あらゆる階層の学名が頻繁に変更されるので，異名関係を

考える際に出典や先取権の在処（古参名か新参名か）がすぐにわからないと不便だからである。 

 

学名や分類体系は Ponder et al. (2020) を踏まえた福田 (2021) に準拠し，さらにインターネ

ット上のデータベースである WoRMS Editorial Board (2025) と MolluscaBase (2025) も参考に

した。 

岡山県野生生物目録の前版（2009）でのこの門の種数合計は 639 であった。そのうち 25 種

はのちに誤同定と判明したか，または研究の進捗に伴う複数種の統合（異名化）によって削除

された。一方で 2025年 3 月までの 16 年間に 345 種が新規追加され，現時点の種数合計は 959

となった。 

新規追加種の多くは畠田和一が 1930 年代〜1965 年にかけて蒐集した標本（同氏の歿後長く

行方不明であったが，2010 年に鏡野町で再発見された）に基づく。そのうち約 100 種は畠田氏

の標本が岡山県における産出の唯一の証拠であり，その後再発見されていないため，本県では

戦後の高度経済成長期に絶滅したか，極端に稀少となった可能性が高い。生息状況の項に「×」

や「（+）」が多いのはそのためである。 

岡山県での産出記録が少ない種は，備考欄に文献を引用するか，または現存する標本のデー

タを記した。標本データのうち，「H」は畠田標本，「M」は岡山大学農学部水系保全学研究室

所蔵標本を示し，それらのあとの数字は登録番号である。 

本目録およびこの解説の作成は検討会委員の福田 宏が担当した。作成にあたっては以下の

協力員各位等の協力を得た（五十音順）：浅田 要（岐阜大学応用生物科学部），浅見崇比呂

（信州大学学術研究院理学系），東川洸二郎（笠岡市立カブトガニ博物館），伊藤颯真（高知

大学理工学部生物科学科），岩崎敬二（奈良大学文学部地理学科），上地健琉（近畿大学農学

部環境管理学科），大谷ジャーメンウイリアム（滋賀県甲賀市），柏尾翔（きしわだ自然資料



館），亀田勇一（国立科学博物館分子生物多様性研究資料センター），木村昭一（三重大学大

学院生物資源学研究科），木村妙子（三重大学大学院生物資源学研究科），久保弘文（沖縄県

海洋深層水研究所），Frank Köhler（Australian Museum），近藤高貴（大阪教育大学），齊藤 匠

（東北大学東北アジア研究センター），佐藤大義（琉球大学理学部海洋自然科学科），澤田直

人（東京大学大学院理学系研究科），瀬尾友樹（近畿大学大学院農学研究科），多留聖典（東

邦大学東京湾生態系研究センター），John D. Taylor（The Natural History Museum, London），中

原ゆうじ（株式会社緑生研究所），芳賀拓真（国立科学博物館地学研究部），早瀬善正（株式

会社東海アクアノーツ），Angel Valdés（Department of Biological Sciences, California State 

Polytechnic University, Pomona），平野尚浩（琉球大学理学部海洋自然科学科），平野弥生（千

葉県立中央博物館分館海の博物館），Winston F. Ponder（Australian Museum），元陳力昇（一般

財団法人自然環境研究センター），吉松定昭（元・香川県水産試験場），和田太一（NPO法人

南港ウェットランドグループ），渡部哲也（西宮市貝類館）。なお，目録作成のための調査に

あたっては日本貝類学会より助成を受けた。 
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